
図表 提言の概要
描くべきグランドデザイン

取るべき戦略

エコシステム構築・強化の方策

• Society 5.0 for SDGsのわかりやすい発信・訴求
• 戦略領域の設定

• 国際標準戦略本部の設置
• 戦略的パートナーシップの構築
• エコシステムの構築

環境エネルギー バイオエコノミー 次世代通信技術 レジリエンス・防災 サービス

• 企業行動の変容促進
• 人材の確保・育成
• 業界横断的な連携の促進
• アカデミアに対する評価・支援

（領域例）

特集 国際標準戦略のあり方

が
国
が
国
際
標
準
提
案
を
行
う
う
え
で
基
調
を
成
す

コ
ン
セ
プ
ト
と
し
てSociety

5.0
for
SDGs

を
わ
か

り
や
す
く
発
信
・
訴
求
し
続
け
る
こ
と
を
通
じ
て
各

国
の
理
解
・
共
感
を
得
る
努
力
が
欠
か
せ
な
い
。

第
2
に
、
わ
が
国
が
技
術
や
サ
ー
ビ
ス
で
競
争
優

位
を
発
揮
で
き
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
市
場
創
出
が
期
待

さ
れ
る
「
戦
略
領
域
」
を
設
定
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。
経
団
連
会
員
を
対
象
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
（
注
２
）も
踏
ま
え
れ
ば
、
①
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
②

バ
イ
オ
エ
コ
ノ
ミ
ー
、
③
次
世
代
通
信
技
術
、
④
レ

ジ
リ
エ
ン
ス
・
防
災
、
⑤
サ
ー
ビ
ス

│
と
い
っ

た
領
域
に
注
力
す
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
。

取
る
べ
き
戦
略

本
来
、
内
閣
に
設
置
さ
れ
た
知
的
財
産
戦
略
本
部

が
わ
が
国
の
国
際
標
準
戦
略
の
司
令
塔
を
担
う
べ
き

と
こ
ろ
だ
が
、
事
務
局
の
人
員
・
予
算
と
も
に
不
十

分
で
あ
る
の
に
加
え
て
、
領
域
横
断
的
に
産
学
官
で

戦
略
を
協
議
す
る
場
も
明
ら
か
で
な
い
。
そ
こ
で
、

取
る
べ
き
戦
略
の
第
1
と
し
て
、
各
省
庁
の
施
策
を

総
合
的
に
調
整
し
、
わ
が
国
の
国
際
標
準
戦
略
を
俯

瞰
的
に
策
定
・
推
進
す
る
「
国
際
標
準
戦
略
本
部
」

を
設
置
し
、
事
務
局
を
強
化
す
べ
き
で
あ
る
。

第
2
に
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
市
場
に
応
じ
て
、
欧
州
や

米
国
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
、
イ
ン
ド
等
と
、
信
頼（T

rust

）

に
基
づ
き
、
政
府
主
導
で
戦
略
的
に
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
を
構
築
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
仲
間
づ
く
り
」
が

肝
要
で
あ
る
。
あ
わ
せ
て
、
各
国
・
各
地
域
に
拠
点

国
際
標
準
を
含
む
ル
ー
ル
形
成
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル

な
市
場
創
出
、
さ
ら
に
は
産
業
競
争
力
の
向
上
に
資

す
る
有
効
な
ツ
ー
ル
で
あ
る
。
少
子
高
齢
化
の
急
速

な
進
展
と
い
っ
た
構
造
的
な
要
因
に
よ
り
国
内
市
場

が
先
細
る
中
、
標
準
等
を
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
し
グ

ロ
ー
バ
ル
な
市
場
を
能
動
的
に
切
り
拓
い
て
い
く
こ

と
が
、
わ
が
国
の
持
続
的
な
成
長
の
源
泉
と
な
る
。

し
か
る
に
国
際
標
準
化
の
舞
台
で
は
、
欧
州
や
米

国
に
よ
る
先
行
的
な
取
り
組
み
に
加
え
て
、
近
年
は

国
際
標
準
化
機
構（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
）や
国
際
電
気
標
準
会
議

（
Ｉ
Ｅ
Ｃ
）の
議
長
ポ
ス
ト
獲
得
等
に
よ
っ
て
中
国
が
プ

レ
ゼ
ン
ス
を
急
拡
大
し
て
い
る
。
翻
っ
て
わ
が
国
に
目

を
転
じ
る
と
、
国
際
標
準
の
重
要
性
は
一
定
程
度
認

識
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
産
学
官
に
よ
る
戦
略
的
な

取
り
組
み
は
甚
だ
不
十
分
だ
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

そ
こ
で
、
こ
う
し
た
状
況
を
打
破
す
る
た
め
、
2

0
2
4
年
2
月
、
経
団
連
で
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
市

場
創
出
に
向
け
た
国
際
標
準
戦
略
の
あ
り
方
に
関
す

る
提
言
」
を
取
り
ま
と
め
、
公
表
し
た
。
以
下
、
提

言
の
内
容
を
紹
介
す
る
。

描
く
べ
き
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

従
来
の
技
術
仕
様
や
性
能
規
定
に
加
え
て
、
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
、
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ

ミ
ー
へ
の
移
行
、
高
齢
化
社
会
な
ど
の
「
社
会
課
題
」、

Industrie
4.0

（
注
１
）等
の
「
概
念
」「
価
値
」
が
、
国
際
標

準
の
焦
点
と
な
っ
て
い
る
。
描
く
べ
き
世
界
を
リ
ー

ド
す
る
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
、
第
1
に
、
わ

「
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」
が
欠
か
せ
な
い
。
次
項

で
詳
述
す
る
。

エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
・
強
化
の
た
め
の

具
体
的
方
策

前
述
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ
れ
ば
、
国
際
標
準

の
開
発
に
お
け
る
主
要
課
題
は
、
①
国
際
標
準
の
重

要
性
に
対
す
る
社
内
認
識
の
欠
如
、
②
人
材
不
足

│
の
二
つ
に
大
別
で
き
る
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
具
体
的
方

策
の
第
1
と
し
て
、
企
業
行
動
の
変
容
促
進
を
掲
げ

て
い
る
。
経
営
者
自
ら
が
国
際
標
準
の
重
要
性
を
認

識
し
、
経
営
戦
略
の
中
心
に
位
置
付
け
る
こ
と
が
肝

要
で
あ
る
。
経
営
者
の
み
な
ら
ず
、
経
営
企
画
部
門

も
国
際
標
準
の
重
要
性
を
踏
ま
え
、
事
業
部
門
や
研

究
開
発
部
門
、
知
的
財
産
部
門
と
調
整
を
図
り
、
全

社
活
動
に
国
際
標
準
戦
略
を
組
み
込
ん
で
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
必
要
な
リ
ソ
ー
ス
を
投

下
す
る
ほ
か
、
研
究
開
発
段
階
か
ら
標
準
化
に
取
り

組
む
こ
と
な
ど
も
重
要
で
あ
る
。

第
2
は
「
人
材
の
確
保
・
育
成
」
で
あ
る
。
標
準

化
人
材
の
不
足
と
高
齢
化
が
進
行
し
、
近
い
将
来
、

標
準
化
に
対
応
で
き
る
人
材
が
枯
渇
す
る
懸
念
が
あ

る
わ
が
国
で
は
、
キ
ャ
リ
ア
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
策
定

や
見
え
る
化
を
通
じ
て
若
手
人
材
を
呼
び
込
む
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
標
準
化
に
は
規
格
開
発

の
み
な
ら
ず
、
コ
ン
セ
プ
ト
を
打
ち
出
す
能
力
や
、

標
準
の
活
用
に
関
す
る
戦
略
立
案
能
力
、
国
際
舞
台

で
の
交
渉
能
力
な
ど
多
様
な
能
力
が
求
め
ら
れ
、
社

内
で
一
朝
一
夕
に
確
保
・
育
成
す
る
の
は
容
易
で
は

な
い
。
そ
こ
で
、
政
府
が
整
備
を
進
め
て
い
る
「
標

準
化
人
材
情
報D

irectory

（ST
A
N
D
irectory

）」

と
有
機
的
に
連
携
し
て
幅
広
い
人
材
か
ら
成
る
専
門

人
材
プ
ー
ル
を
構
築
し
、
企
業
や
業
界
団
体
に
よ
る

外
部
人
材
活
用
を
推
進
す
べ
き
で
あ
る（
本
誌
15
ペ

ー
ジ
の
図
表
を
参
照
）。
そ
の
際
、
オ
ー
プ
ン
・
ク

ロ
ー
ズ
戦
略
の
専
門
人
材
と
し
て
弁
理
士
の
活
用
も

期
待
さ
れ
る
。

ま
た
、
一
企
業
や
一
業
界
で
は
解
決
困
難
な
社
会

課
題
が
存
在
す
る
中
、「
業
界
横
断
的
な
連
携
」
が
必

要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
国
際
標
準
化
機
関
で
議
長
等

の
要
職
を
務
め
る
こ
と
が
多
い
「
ア
カ
デ
ミ
ア
人
材
」

に
よ
る
国
際
標
準
化
活
動
に
つ
い
て
、
適
正
に
評
価

し
、
支
援
を
拡
大
す
る
こ
と
な
ど
も
求
め
ら
れ
る
。

今
後
の
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン

（
提
言
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
）

本
提
言
を
契
機
に
、
経
団
連
で
は
、
経
営
ト
ッ
プ

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や
政
府
・
関
係
団
体
に
よ
る
イ
ベ

ン
ト
へ
の
協
力
等
を
通
じ
た
普
及
啓
発
の
ほ
か
、
業

界
間
連
携
を
促
進
す
る
場
の
提
供
な
ど
、
国
際
標
準

戦
略
の
推
進
に
注
力
す
べ
く
、
知
的
財
産
委
員
会
の

知
的
財
産
・
国
際
標
準
戦
略
委
員
会
へ
の
改
称
や
部

会
の
新
設
を
検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、
提
言
し
た
事

項
の
実
現
状
況
を
レ
ビ
ュ
ー
し
、
引
き
続
き
必
要
な

施
策
を
提
言
し
て
い
く
。

を
有
す
る
日
本
企
業
の
現
地
法
人
等
を
通
じ
て
、
わ

が
国
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
向
上
や
当
該
国
・
地
域
の
政
府

や
関
係
機
関
へ
の
働
き
か
け
を
行
う
こ
と
も
重
要
で

あ
る
。
例
え
ば
ル
ー
ル
形
成
の
最
前
線
で
あ
る
欧
州

で
は
、
在
欧
日
系
ビ
ジ
ネ
ス
協
議
会（
Ｊ
Ｂ
Ｃ
Ｅ
）や

日
本
貿
易
振
興
機
構（
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
）等
を
通
じ
た
活

動
強
化
が
効
果
的
で
あ
ろ
う
。

第
3
に
、
国
際
標
準
戦
略
を
実
際
に
推
し
進
め
る

グローバルな市場創出に向けた
国際標準戦略のあり方

提
言

時
ときた
田隆

たかひと
仁

審議員会副議長
知的財産委員長
富士通社長

津
つが
賀一

かずひろ
宏

副会長
知的財産委員長
パナソニック ホールディ
ングス会長

遠
えんどう
藤信

のぶひろ
博

副会長
知的財産委員長
日本電気特別顧問

（注１）Industrie 4.0：2011年にドイツが提唱した、製造業を中心とする産業界のデジタル化構想
（注２）調査期間：2023年10月27日～ 11月17日、回答数：165
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